Photoshopの色調補正について
画像の明るさを調整する
画像の明るさは「明るさ・コントラスト」機能で調整します。スライダーを左右に動かすだけの簡単操作で、明るさも数値で表示されるため、とても設定しやすい機能です。「明るさ」は白さ、「コントラスト」は濃淡をコントロールするので両方のバランスを見ながら適切に調整しましょう。
シャドウとハイライトで補正する
画像の明るい部分だけ、あるいは暗い部分だけを補正したいときは「シャドウ・ハイライト」機能を利用します。デジタルカメラは明暗の差に弱く、見せたい部分がちょうど暗くなることもあります。そんなときに重宝します。基本はスライダーを使った調整ですが、さらに細かい設定のために「詳細オプション」も用意されていて、明暗部の色調整なども可能です。
色味や鮮やかさを調整する
画像の色味や色の鮮やかさは「色彩・彩度」機能で調整します。操作画面には「色相」「彩度」「明度」のスライダーが表示され、それぞれを組み合わせて調整します。特定の色にアプローチできるので、「青い部分だけを鮮やかに」、「緑の個所だけ明るく」、「赤い部分を少し黄色っぽく」という調整も可能です。
トーンカーブを使いこなす
「トーンカーブ」は、いろいろな色調補正をまとめて行う機能です。とても便利なのですが、設定はスライダーではなく線のカーブで行うため、操作にはコツがいります。どのようにカーブを作れば思い通りの結果が得られるかを、じっくり解説していきます。しっかりと身に付けましょう。

